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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、取引において市場が果たす役割と市場の生成・変化との関係を明らかにす
ることである。具体的には、アクターネットワーク理論と制度論を手がかりとしながら、市場概念そのものを理論的に
問い直し、財の生成、行為者の取引能力、そして市場の生成を明らかにし、経営学独自の市場観を提示する。研究の結
果、市場における財や行為者の取引能力は、市場を構成する人・物の関係性によって立ち現れるという視点を明らかに
した。この視点に基づき、これまで与件として捉えられていた市場自体の分析は、人・物の関係性の構築に注目し、財
・取引行為者の生成と変化として捉えられることで可能になることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the relation between the generation and ch
ange of market and the role of market in transaction. Specifically, by rethinking concept of market itself
 through the theoretical implication of Actor-network theory and Institutional theory in organization stud
ies, we reveal the generation of goods, the transaction agencies of actor in the market, and generation of
 market, and present the own view of market of business administration. Result of this study, we presented
 the perspective that the goods and transaction agency made possible by human and non-human network consti
tuting the market. Based on this point of view, it that analyzing the market is to examine the relation of
 the network constituting the market.
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１．研究開始当初の背景 
市場における取引に関して、経済学では経

済的に合理的な計算を主体的に行う個人が

想定されてきた。この想定に対し、経済社会

学に依拠した経営学の領域の研究では、取引

に影響を与えるネットワーク、信頼、文化と

いった非経済的要因を検討することによっ

て、この行為者モデルを批判してきた。しか

しながら、経済学を批判した経済社会学に依

拠した経営学においても、どのようにある財

やサービスが取引の対象となる価値を持つ

ようになるのか、なぜ行為者は取引を行うこ

とが可能なのかといった、市場それ自体が持

つ問題は取り上げられることはなかった。こ

れは上記の研究が、経済学と同様に、ある

財・サービスの需要と供給の調整メカニズム

としての市場、すなわち財・サービスは存在

し、取引は完遂される、という抽象的なモデ

ルとしての市場を前提としていたことが原

因であると考えられる。 
財・サービスは自然に存在するものではな

いし、仮に存在しているとしても、その財に

アクセスし計算を行うことができなければ

取引は完了しない。したがって、具体的な取

引の実践を分析するためには、財・サービス

が取引の対象となる過程と取引を遂行する

行為者の能力を捉えうる、経済学的な市場観

とは異なる新たな市場観が必要であった。 
 
２．研究の目的 
	
 本研究の目的は、取引において市場が果た
す役割と取引と市場の生成や変化との関係
について明らかにすることである。先述のよ
うに、これまで経営学では、個別の取引の分
析において市場は与件とされてきたため、個
別の取引において市場が果たす役割や取引
が市場に及ぼす影響は問われることがなか
った。したがって本研究では、取引において
市場が果たす役割と取引と市場の生成や変
化との関係について検討していく。 
	
 具体的には、近年注目されるアクターネッ
トワーク理論と制度論を手掛かりとしなが
ら、既存研究における市場概念そのものを理
論的に問い直す。ここでは、「集合的装置
としての市場」というアクターネットワー
ク理論の見方と「制度としての市場」とい
う制度論の見方を整理し、市場と取引の関
係を捉えるための枠組みを用意する。この
理論的検討を踏まえ、労働市場の分析を取
り上げた経験的研究を通じて、財の生成、
行為者の取引する能力、市場の生成の３点を
明らかにする。 
 
３．研究の方法	
  
	
 本研究では、理論的研究による分析枠組み
の検討と、その分析枠組みに基づく３つの経
験的検討により、経営学独自の市場観の提示
を試みる。 

 
	
 理論的研究に関しては、先述のようにアク
ターネットワーク理論と制度論に関する文
献レビューを行い、分析枠組みを構築した。	
 
	
 経験的研究は、系列取引の歴史的変遷に関
する文献・資料の分析と、労働市場を対象と
した分析を行った。労働市場の分析に関して
は、企業と求職者を結びつける役割を担う人
材紹介企業と求人企業を対象にした参与観
察、およびインタビューに基づくフィールド
ワークを行った。	
 
	
 
４．研究成果	
 
(1)理論的枠組みの導出	
 
	
 本研究では、制度論とアクターネットワー
ク理論を参照しながら、市場を捉える理論的
枠組みの構築を試みた。 
	
 市場を捉える上で制度論の視点から導出
されるのは、第一に、市場それ自体が多様な
制度のアレンジメントとして捉えられるこ
と、第二に、市場の生成・変化は、参加者に
よる自らの利害を達成しようとするネット
ワーキングと政治的プロセスによって導か
れる、という枠組みである。制度論において
市場は、それ自体が所有権や統治構造、交換
のルール等の制度とともに成立するもので
あり、文化的・社会的な特定のルールが市場
に参加する人々の間で統治するものである
（Fligstein, 2001）。このように市場を構成す
る多様な制度を制度アレンジメントと呼ぶ。
制度アレンジメントは行為を規定するもの
ではなく、参加者によって変更可能なものと
して捉えられる。市場における競争は、多様
に捉えられる制度的ルールに基づく自らの
利害を達成しようとする参加者の行為であ
る。そこでは、自らの資源を利用しながら新
たな交換ルールの普及や社会関係を新たに
構築しようとするネットワーキングを行う、
政治的なプロセスとして捉えられる。市場の
生成・変化は行為者の政治的な行為によって
導かれるのである。 
	
 アクターネットワーク理論に基づく市場
の見方は、市場を、財や取引能力を成立させ
る装置の集合体として捉えるという視点で
ある（Callon and Muniesa, 2007）。この視
点から導出されるのは、財に何らかの価値が
内在しているのではなく、また、行為者の取
引能力も個人に内在するのではなく、それら
は、人・モノのアレンジメントによって可能
となるという視点である。財は、それを取り
巻く人・モノと結びつけられることによって、
財としての価値を有するようになる。他方、
行為者の取引能力もまた、人・モノのネット
ワークの効果として現れる。これを分散され
た計算的エージェンシーと呼ぶ。すなわち、
市場を分析することは、財や取引能力を可能
としている、人・モノのアレンジメントを明
らかにし、その動態を分析するという理論的
枠組みである。 
 



(2)経験的研究による検討	
 
	
 上記の理論的枠組みは、経験的研究を通じ
て精緻化された。	
 
	
 まず、制度論的な枠組みを、日本における
系列取引に応用した（矢寺他，2013）。ここ
では、系列取引における効率性という基準が、
制度アレンジメントによって、その都度変更
されていくプロセスであることが明らかに
された。市場における取引行為の基準として
の効率性の変化は、その制度的アレンジメン
トの変更として捉えられ、その変化が取引行
為者としてのサプライヤーの利害の追求に
よって引き起こされていたことが明らかに
なった。	
 
	
 分析においては、メーカーとサプライヤー
の関係について、戦後期、行動成長期、石油
危機の３つの時代区分において、メーカーと
サプライヤーの系列関係を包含した諸規則
と、メーカーとサプライヤー双方の利害に基
づく効率性の追求、そして効率性を追求する
ことによって生じる諸規則間のコンフリク
トが記述される。系列関係を構成する諸規則
は、メーカーとサプライヤー双方の利害に基
づいて形成され、そうした規則に準拠するこ
とで効率性を追求して行くが、多様な利害が
存在するために自ずとコンフリクトを導き、
規則の組み替えが生じる。こうした連続的な
変化として系列の歴史的変遷は捉えられる。	
 
	
 アクターネットワーク理論に基づく、集合
的装置としての市場という理論的枠組みか
ら検討されたのは、日本における労働市場に
おける人材紹介活用の分析である（矢寺，
2013）。先述の枠組みを労働市場に応用すれ
ば、第一に、財の生成として、労働市場にお
ける人材のプールがいかにして成立するの
か、第二に、取引の能力として、企業がいか
にしてその人材の評価・選抜を行っているの
かを明らかにすることとなる。	
 
	
 事例分析の結果、人材紹介という市場装置
を通じて、人材一般は、求人企業がアクセス
可能な転職者となり、求人企業は人材紹介を
介することによって、この人材プールにアク
セスすることが可能となる。さらに、求人企
業の評価・選抜という行為は、人材紹介に加
えて、個々の企業の雇用制度や求人要件、人
材紹介との相互のやり取り等、企業を取り巻
く諸制度との関係性のもとで可能となって
いることが明らかになった。この分析によっ
て、市場を構成するアレンジメントは、個々
の企業によって異なっており、その結果、市
場における多様な行為を説明する枠組みが
明らかにされた。	
 
	
 上記の２つの経験的研究から明らかにさ
れた、市場を捉えるための理論的枠組みの特
徴は、市場における財や行為者の取引能力と
いったものが、それらを取り巻く多様な制度、
また人・モノの異種混淆のネットワークとの
関係性のもとで捉えられるという点である。
この特徴は、財の価値や行為者の能力が、単
純に外部の環境に基礎付けられるというよ

うな、決定論的な議論には陥らない。なぜな
ら、それらは行為者の行為によって絶えず変
化にさらされているためである。こうした特
徴を持つ理論的枠組みの構築によって、先行
研究が前提とし、問うことの無かった市場そ
れ自体の問題にアプローチしうるものであ
るといえる。	
 
	
 
(3)研究成果の意義と今後の展望	
 
	
 上記の研究成果から導かれた理論的枠組
みは、国内においては萌芽的なものである。
さらに、経験的研究においては、国外におい
ては製品市場についてアクターネットワー
ク理論を応用した研究がみられるが、労働市
場への応用の分析は、未だに行われていない
状況にあり、その点で、本研究が明らかにし
た労働市場に関する経験的研究の１つは、国
外の研究に対しても貢献しうる可能性をも
っている。	
 
	
 本研究の研究成果は、これまで与件とされ
検討されることのなかった財の生成、行為者
の取引能力、市場の生成といった問題を捉え
うるものであり、既存の取引の研究に新しい
見方を提供するという点で意義がある。	
 
	
 しかしながら、本研究によって導出された
理論的枠組みには問題が無い訳ではない。そ
れは、第一に、行為を、行為者を取り巻くア
レンジメントとの関係性に基礎付けて説明
するため、行為者の意図や動機といった問題
は捉えられなくなる、という点である（矢寺，
2013b）。今後の研究課題として、行為者の意
図や動機をも内包した理論的枠組みの更な
る展開を検討する必要がある。	
 
	
 第二に、アクターネットワーク理論を応用
した研究においては、研究者が行う研究成果
もまた、市場装置として捉えうる。これは、
理論の遂行性として近年注目される議論で
あるが、この指摘を鑑みれば、理論と実践と
いう区分は問い直されることとなる。すなわ
ち、実践を照射する理論と言う位置づけでは
なく、理論もまた実践のうちに捉えていかな
ければならない。したがって、経営学研究の
方法論的な課題の検討もまた、今後の課題と
して検討していく必要がある。	
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